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エモーション・フォーカスト・セラピーによるうつへのアプローチ
―　恥の変容に注目して　―
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【要　約】
　近年，クライエントの感情に注目する統合的な心理療法が北米を中心に発展している。中
でも，エモーション・フォーカスト・セラピー（以下，EFT）は，うつに対するエビデン
スを持つ心理療法として注目されている。EFT では，うつの背景に内在化された恥と自己
批判があると考え，うつの治療における恥の変容を重視する。だが，個人の感情表現はその
人の属する文化に影響を受ける。感情表現を抑制する傾向が強い日本人の場合，うつに対す
る EFT で恥の問題がどのように展開するのだろうか。本研究では，恥とそれに伴う自己批
判から生じるうつに苦しんだ女性とのセラピーの経過を報告する。彼女が生育史を通じて内
在化してきた恥は，劣等感や疎外感を喚起し，対人関係にも影響を及ぼしていた。考察で
は，クライエントにみられた内在化された恥について論じるとともに，恥の変容をもたらし
た EFT の椅子のワークのプロセスについても検討する。
キーワード： エモーション・フォーカスト・セラピー，2 つの椅子の対話，恥に関連する
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I　はじめに
1．感情に焦点を当てる心理療法
　1990 年代以降，思考や認知，行動に注目する心理療法とは異なり，クライエント（以下，
Cl. と略記）の感情に注目する心理療法が北米を中心に発展している（Barlow et al., 
2011/2012；Fosha, 2000；Greenberg, 2011/2013, Linehan, 1993/2007）。中でも，エモーシ
ョン・フォーカスト・セラピー（以下，EFT と略記）は，現代の認知科学と感情理論に基
づき，パーソン・センタード・アプローチ（Rogers, 1959），ゲシュタルト療法（Perls et al, 
1951），体験療法（Gendlin, 1996），実存療法（Frankl, 1959；Yalom, 1980）を発展させた感
情と体験を重視する統合的心理療法である（Greenberg, 2011/2013）。
　EFT のセラピーは，治療関係の原則と治療課題促進の原則に基づいている。創始者の
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Greenberg 氏はこの 2 つの原則を「共感の海に浮かぶ，治療介入の小島」と表現した。つま
り，EFT の立場をとるセラピスト（以下，Th. と略記）の役割は，Cl. が共感や肯定による
あたたかい治療関係を拠り所としながら，Th. との協同的な相互作用の中で感情体験を深め，
治療課題へ取り組めるよう援助することである。さらに，EFT のもう一つの特徴は，単に
感情を体験することを目指すのではなく，感情体験がどのように自己を作り出し，自己によ
って感情体験がどのように作り出されるかという循環的なプロセスを重視する点にある
（Greenberg, 2011/2013）。EFT の Th. は，瞬時ごとの Cl. の感情状態の変化に注目し，そこ
で Cl. が示す主要なプロセス指標に応じたいくつかの介入課題を提案する（Greenberg et 
al., 1993/2006）。例えば，本事例のような自己分離の指標がみられるときには，2 つの椅子
の対話による介入課題が適用される。Cl. は自身の感情体験の専門家であり，その体験プロ
セスを促進する専門家である Th. とともに治療課題に取り組む。
　EFT の実演 DVD（Greenberg, 2004/2005）には，2 回のセッションでうつに苦しんでい
た Cl. の感情状態と自己感が，はっきりと変容していく様子が収められている。しかし，登
場する Th. と Cl. は，私たち日本人とは異なる歴史文化的背景を持つ人々である。Green-
berg（2011/2013）も個人の感情体験や感情表出は，所属する文化の影響を受けると指摘し
ており，個人よりも集団を重んじ，感情抑制的な傾向を持つ日本人に対する EFT の事例報
告を積み重ねる必要がある。ここからは，EFT のうつに対する理解と介入について概観する。
2．EFTのうつに対する理解と介入
（1）うつをもたらす内在化された恥
　精神分析ではうつの原因を怒りが自己へ向かうためと考え，認知行動療法では否定的な認
知によるものとするが，EFT では，うつを依存的なうつ（dependent depression）と自己
批判的なうつ（self-critical depression）に分け，とりわけ後者には「自分はダメだ」「価値
がない」などと感じる，アイデンティティーの一部として内在化された恥と，それに付随す
る自己批判が関連していると考える（Greenberg, 2011/2013）。うつに苦しむ人々は，自己
を，傷つきやすく欠陥があり，批判に値する存在として体験し，そのような自己に対する強
い恥から，自己批判的なうつを形成する（Greenberg, 2011/2013）。内在化された恥は，多
くの場合，愛されるべき親からひどく扱われるとき，その親の態度に同調しそれを内在化す
る，一種の自己防衛として発展する。このような慢性的で強い恥の感情は，自己に対する侮
蔑や嫌悪を含む自己概念と関連し，いたたまれなさや情けなさ，ふがいなさといった自己価
値が減じる感覚を伴う（岩壁，2010）。そして，こんな自分は決して受け入れられないとい
う疎外感を抱かせ，人を孤立した状態へと追いやってしまう。
　恥が引き起こす臨床的な問題は，これまでにも指摘されてきた（Kaufman, 1996；Lewis, 
1995/1997；岡野，1998）。だが日本では，作田（1967）が，ベネディクトが論じた嘲りや拒
否から生じる恥は，公恥（public shame）と呼ばれる恥の一側面に過ぎないと指摘したこと
もあってか，臨床的に問題となる恥については，見る／見られるにかかわる対人恐怖の文脈
や，自己愛や罪悪感との関連において言及されることが多く，恥とうつの直接的な関連につ
いて論じられることは少なかった。また，恥をかかない・恥をかかさないように振舞うこと
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が美徳とされ，恥は対人関係を調整する規制原理として評価されてきた（鑪，1998）。これ
らのことから，内在化された恥という感情そのものや，内在化された恥に由来する対人関係
や個人への悪影響に関しては，長らく見過ごされてきたようだ。しかし，こうした恥の問題
はうつだけでなく，社会不安障害，摂食障害，薬物依存，心的外傷後ストレス障害，境界性
人格障害など，さまざまな臨床的問題に大きくかかわっている（Allen et al, 1994）。
　精神分析家の Lewis（1995/1997）は，子どもの失敗に対する親の懲罰的で嘲りや嫌悪，
軽蔑に満ちた反応は，「あなたは私を嫌な気持ちにさせた」という自己全体へのメッセージ
となり，子どもに恥の感情を引き起こすと指摘している。親の眼差しに込められた軽蔑や嫌
悪により，子どもは「自分はダメな人間だ」「恥ずかしい人間だ」という恥を体験する。こ
うした自尊心や自己評価に受ける深い傷こそが，恥がもたらす最も大きなダメージである
（鑪，1998）。失敗が露呈しただけではまだ傷は浅い。露呈の後の反応が，恥によるダメージ
の大きさを左右すると言ってもよいかもしれない。Kaufman（1996）は，親が子どもを叱
った後に，言葉だけでなく，抱き上げたり頭を撫でるといったスキンシップを通じて相互の
つながり（interpersonal bridge）を修復することが，子どもの恥を強めないために大切で
あるとしている。
　さらに，内在化された恥がもたらす問題は，他者との関係においてみられるだけではな
い。自己を恥じる内的プロセスは複合的なもので，他者の視線にさらされたり，他者が実際
に批判的・侮辱的でなくとも，人は恥につながる自己嫌悪・自己軽蔑を発展させうる
（Greenberg et al., 1993/2006）。つまり，批判的な他者の有無にかかわらず，恥の強い人は
自らの弱さや傷つきを情けなさ・ふがいなさであると感じ，それらを嫌悪したり軽蔑したり
して，弱く傷ついた自己の側面に触れることを回避するのである。内在化された恥が個人に
強い苦痛を引き起こすのは，こうした重大なかかわりの回避やつながりの断絶が，個人の内
にも外にも生まれるためだと言えるだろう。内在化された恥は，自己の全体が拒絶される
か，受け入れられるかをめぐる切実で繊細な問題にかかわっている。
　内在化された恥を中心とした EFT のうつに関する理解は，精神分析や認知行動療法の考
えを否定するものではない。ただし，自己に向かう怒りや否定的な認知は，内在化された恥
から生じる二次的なものとして捉え，セラピーにおいては恥の変容を重視する。
（2）クライエントの恥に対する臨床的対応と介入
　Cl. が恥という言葉を用いてなくとも，「情けない」などの自己価値の低さに関する訴えは，
恥の言語で語られているという岡野（1998）の指摘にもあるように，Cl. が恥を必ずしも「恥
ずかしい」という言葉で表現するわけではない。加えて，恥は他の感情と結びつきやすく，
例えば，怒りは喚起された恥に対する二次的な反応である場合が多い（岩壁，2010；岡野，
2014；Tisseron, 1992/2001）。恥は，自己価値に関する訴えや他者への激しい怒りなどに形
を変えて表現されるため，本質的な問題として認識されにくい。しかし，恥は実際には多く
のセラピーに立ち現われる（Tisseron, 1992/2001）。Th. は，Cl. の様子をつぶさに観察し，
形を変えて表される恥に注目する必要があるだろう。一方で，恥の取り扱いの難しさは，
Cl. にとって問題となるだけではない。Th. 自身の恥に対する認識や扱い方もセラピーのプ
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ロセスを大きく左右する。ここからは，日本でのセラピーにおける Cl. の恥への対応を概観
し，EFT の恥に対する治療的介入について述べる。
　日本では，特に北山（2001）と岡野（1998）がセラピーの場面で起こる Cl. の恥への対応
に言及している。まず，北山（2001）は，Cl. の恥に対して，見て見ぬふり，不問に付す，
あからさまに反応しないといった日常的対応を重視する。これらは一見「その場しのぎ」で
やり過ごすだけに見えるかもしれないが，恥の強い人にとっては，共感され抱えられた体験
となり，この対応の質をみて Cl. は Th. に信頼を寄せ始める（北山，2001）。ここで論じら
れている恥は，「見る／見られる」といった露呈の段階の恥である。つまり，北山（2001）
の対応は，「見る／見られる」にまつわる恥の体験が，侮蔑や嫌悪にかかわる恥の体験へと
つながらないための配慮と言える。一方，岡野（1998）は恥の強い Cl. との面接で，語りに
逐一解釈を施すことを避け，Cl. の人間そのものを肯定する姿勢を保ち，かつ，それを積極
的に示すように心がけている。Th. によって受容され，価値ある人間だと大切にされながら，
自己の体験の側面と十分に接触するとき，それまで正常な範囲には属さないと感じられてい
た感情が，正常な人間の体験として認識され，孤立感や拒絶される感覚が和らぎ，自信の回
復へとつながる（Greenberg et al., 1993/2006）。すなわち，Cl. の自己全体に向ける Th. の
肯定的態度は，恥の強い Cl. にかかわる上で重要な役割を果たす。
　EFT でも，Cl. が安心と安全を感じられる共感的で肯定的な治療関係が不可欠とされる。
だが日本の臨床的対応と異なるのは，こうした治療関係を拠り所として，EFT では臨床的
な問題を引き起こす恥に対して，より踏み込んだ作業を行ない，恥の変容を目指す点であ
る。具体的な介入課題として，Cl. の感情体験を効果的に促進するために 2 つの椅子の対話
を導入する。2 つの椅子の対話は，もともとサイコドラマにおいて使われ，ゲシュタルト療
法において発展したものだが，EFT の椅子のワークでは感情が変容するプロセスがより具
体的かつ系統的に示されている（岩壁，2009）。EFT の介入モデルに沿った椅子のワークは
いくつかあるが，中でも 2 つの椅子の対話は，内在化された恥の心理過程を明確にするのに
優れた手法である。対話は，対立・同定と接触・統合という主要な 3 段階に分けられ，
Th. の治療的介入は，対立する自己の側面の対話を促進し，中核的な葛藤が現れるように援
助することからなる（Greenberg et al., 1993/2006）。自己のそれぞれの側面にある思考，感
情，欲求が探索され，実際の対話の中で伝えられることで，うつを生じさせる批判的な声が
和らぐ。さらに対話を進めると，恥は大きく 2 つのプロセスをたどって変容に至る（Green-
berg, 2011/2013）。ひとつは誇り，喜び，怒り，ユーモアなどの恥に相反する，より適応的
な感情を喚起するプロセスで，もうひとつは，自分を批判したり見下したりして恥じるので
はなく，あたたかく受け入れる自己への思いやり（self-compassion）の感情と取り換える
プロセスである（岩壁，2009）。
　Cl. の恥に対してあからさまに反応しない（北山，2001），逐一の解釈を避け Cl. 全体を肯
定する（岡野，1998）といった対応も，もちろん重要である。しかし，これらの対応では十
分に取り扱うことのできない，内在化された恥の問題がセラピーで浮き彫りになることは少
なくないと思われる。
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(3）「内在化された恥Jに注目することの意義
これまでみてきたように，内在化された恥は決して新しい概念ではない。しかし恥の問
題に焦点を当てた事例報告は少なく，臨床的な問題として見過ごされてきた印象も否めな
い。これは，恥という感情が，それを感じる個人にも，それを目撃する他者にも強いインパ
クトをもたらし共有することが難しい感情であるためだろう。それで、も， EFTのように
内在化された恥の問題に注目し， Th.とともにそれを体験し直す機会を提供することによっ
て， CLにとって治療的な体験がもたらされるのではないかと思われる。
そこで今回は，内在化された恥と強い自己批判のために「自分に価値がないjと感じ，う
つ状態を呈した女性とのセラビーの経過を報告する。考察では， Cl.が抱えていた内在化さ
れた恥の問題について触れ EFTの椅子のワークがもたらした Cl.の恥と自己感の変容につ
いて論じたい。
I 事例の概要
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IV 考察
1. クライエントにみられた内在化された恥の問題
本事例の Cl.は，幼少期より母の手を煩わさないことを求められ，それができない自分を
強く恥じ，価値ある存在と感じられずにいた。恥を和らげる機会も乏しく， Aは侮蔑と嫌
悪に満ちた母の態度を内在化した。それは姑とのかかわりにおける“失敗”によって， A
に強い自己批判と恥を喚起しうつを生じさせた。
第1期では， Th.はAの恥を和らげようと， Aを支持し肯定するかかわりを続けた。し
かし最初のうちは Th.の支持や肯定もなかなか届かず， Aとのつながりにくさを感じた。
これは， Aが恥をかかされることを避けながら，同時に「自分はだめな人間だJと自ら恥
を作り出し自分を庇めてしまう状態にあったためと考えられる。こうしたAの自己防衛
はTh.にもどかしさ，うんざりする気持ち，つなごうとする手を拒否される疎外感といった
さまざまな感情を喚起した。しかし一方で＼恥による苦しみやいたたまれなさも， Aの
態度や表情からよく伝わってきたため， Th.はこれらの感情を自らの内に抱え，恥を和らげ
る方法を模索した。この点について岩壁（2010）は，内在化された恥のような一次不適応の
恥は，他者との距離を作り出すか 他者にその苦痛を何とかしてあげなければという使命感
を引き起こすと述べている。 Th.もこのとき 縮められない距離と使命感の両方を体験して
いた。 Lelord& Andre (2001/2005) ~，他者からの同情を引きやすいという恥の機能に言
及している。このように 恥はかかわる側の人間に相手への思いやりやいたわりの気持ちを
生み，忍耐強さをもたらす感情でもある。
さらに，第3期の“責める自分”と“責められる自分”をめぐる椅子の対話には， Aが
抱えていた内在化された恥の問題がはっき りと表れた。前者はAが母の態度を内在化した，
弱さを糾弾する批判的な自己の側面であり，後者はそれによって恥を喚起きれ，無力感と傷
つきを味わう自己の側面である。これらは一見すると，自責の問題や母へ向けられない怒り
の問題と考えられるかもしれない。だが ここでみられたのはEFTで言う自己分離の指標
であり，自己のある側面が別の側面と対立する状態として，椅子のワークを適用できる
(Greenberg, 2011/2013）。確かに， Aは責める自分の椅子を前にして 自分の至らなさやふ
がいなさに対する批判を恐れ，不安を感じ，批判される苦痛に涙した。また，責められるこ
とへの不満を表すなど，一見，恥とは異なる感情が喚起されているようにみえる。しかし
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これらはあくまでも，A の中にはっきりと感情を喚起するためのプロセスとして現れたも
のであり，最終的な目的は，A の苦しみの中核にある内在化された恥の変容をもたらすこ
とであった。
2．恥の変容をもたらした 2つの椅子の対話
　椅子の対話を通じて，A は普段は十分に体験することのない“責める自分”と“責めら
れる自分”の側面をじっくりと味わい，それぞれの身体の感じや気持ちに意識を向けた。こ
のように EFT では，葛藤について語ることや葛藤が体験される理由を探索することよりも，
新たな解決を作り出すために葛藤を現在において生き抜くことを重視する（Greenberg et 
al., 1993/2006）。そして A はついに，批判的な母の態度を内在化したことで，長年脇に押し
やられていた自らの欲求に出会った。それは，弱い自分を見捨てないでほしいという欲求だ
った。これに対し，もうひとりの A が「見捨てないから安心して」と思いやりの気持ちを
示したことが，本事例の転機となった。葛藤を実際に劇化し，身体感覚を伴う体験として生
き抜いたことにより，知的に語るときよりもずっと深いところから起こる変容が，A にも
たらされたようだった。このように内在化された恥が変容すると，母や姑への不安や恐れも
和らぐ。その様子が第 3・4 期の A の語りにみてとれた。A が他者に対して抱いてきた不安
や恐れといった感情が，恥に由来する二次的なものであることが，ここから示唆されるだろ
う。
　また，2 つの椅子の対話を取り入れてから，Th. は A との感情的な距離が近づいたのを感
じた。歩み寄るというよりも，Th. が A の内的世界に近づけたような感覚であった。2 つの
椅子を行き来する A の傍らに寄り添い，A がそれぞれの椅子で表す感情や，話し方，声の
トーン，表情，仕草などをつぶさにみて，どのような介入を提案するかを判断するプロセス
は，対面で聴いているときよりもずっと細やかな感受性と集中力を要求されるものだった。
非言語的な要素がどれほど雄弁で，瞬時ごとの Cl. の心理状態をいかに詳細に伝えるかを知
った。それらはまた，Th. の身体や心にも強く響いた。そして，恥に伴う苦しみやいたたま
れなさを生き抜いてきた A に対し，深い敬意を覚えた。こうした一連の椅子のワークを通
じて，Th. は恥をめぐる葛藤を A とともに生きている感覚を持つようになった。A にとっ
ても，このような関係性は自分の母や夫との間には持てなかったものだろう。恥という言葉
を用いて，A が感じている感情について共有したことは一度もなかったが，恥は A が自分
を批判するときに，表情や語り方の節々に現れた。本事例を通じて，恥の問題を扱う上で，
必ずしも恥という言葉を用いる必要はなく，Th. が Cl. の恥に着目し，適切な介入を取り入
れることによって，恥をより適切な感情へ変容しうることが示された。
　A が求めていたことは母への怒りを露わにすることでも，恥の防衛から出て臨機応変に
立ち回れるようになることでもなく，見捨てられるものとして恥じ，嫌悪してきた自らの弱
さを切り捨てることなく一緒にいられるようになることであった。Cl. の恥に注目すること
で，Th. は Cl. にとって本当に治療的であるとはどのようなことかを考えることができ，多
くのことに気づかされるのかもしれない。
28 山内志保
3．今後に向けて
　恥は大変興味深い感情であり，筆者は本事例を通じて，恥という感情が持つ固有の可能性
を感じた。今後も恥がセラピーにどのように立ち現われ，セラピーのプロセスにどのような
影響を及ぼすかに注目したい。ただし，本事例においては恥の変容には至ったものの，母に
受け入れられなかった悲哀を扱うという大切な機会を A に提供することができなかった。
この点は筆者の未熟さであり，今後の課題としたい。
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